
「
責
任
力
」
を
謳
っ
た
自
公

政
府
は
総
選
挙
の
結
果
、
国
民

か
ら
明
確
に
「
ノ
ー
」
と
突
き

つ
け
ら
れ
、
歴
史
的
な
惨
敗
を

喫
し
て
政
権
の
座
か
ら
退
き
ま

し
た
。
自
公
政
治
が
終
結
し
新

政
権
が
発
足
す
る
な
か
で
、
ま

す
ま
す
建
設
的
野
党
の
役
割
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
ら
の
情
勢
を
背
景
に
、
２

０
０
９
年
９
月
６
日
（
日
）
東

京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
地
下
講
堂

で
建
交
労
東
京
都
本
部
第
１
１

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
１
２

６
人
の
参
加
で
行
わ
れ
、
一
年

間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
ま
し

た
。
大
会
の
冒
頭
、
７
月
９
日

に
亡
く
な
ら
れ
た
門
川
久
雄
副

委
員
長
へ
黙
祷
を
捧
げ
、
議
事

に
移
り
ま
し
た
。
今
年
の
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
建
交
労
の
総

合
力
を
発
揮
し
、
要
求
闘
争
と

組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
」

で
す
。
岩
山
書
記
長
は
０
９
年

度
活
動
方
針
（
案
）
の
五
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
、
団
塊
の
世
代
か
ら
若
い
世

代
交
代
へ
。
二
、
職
場
問
題
対

応
力
と
企
業
内
主
義
克
服
。
三
、

安
全
・
安
心
の
建
設
産
業
。
四
、

仕
事
興
し
。
五
、
中
小
企
業
の

労
使
共
同
を
提
案
し
、
更
に
組

合
員
と
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

関
連
企
業
や
非
正
規
労
働
者
の

組
織
化
、
Ｏ
Ｂ
オ
ル
グ
団
の
設

立
な
ど
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
１
７
名

の
代
議
員
か
ら
報
告
や
意
見
が

活
発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
松
田
委
員
長
が
ま
と
め

を
行
い
、
運
動
方
針
・
ス
ト
権

・
役
員
改
選
、
及
び
に
大
会
宣

言
・
争
議
支
援
特
別
決
議
・
ト

ラ
ッ
ク
最
賃
法
制
化
の
実
現
を

求
め
る
決
議
も
含
め
、
全
代
議

員
の
も
と
今
年
一
年
の
方
針
を

満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

最
後
に
松
田
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
、
無

事
に
第
１
１
回
定

期
大
会
が
閉
会
に

至
り
ま
し
た
。

世
代
交
代
の
潮
流

の
中
、
長
年
に
わ

た
り
労
働
運
動
に

携
わ
っ
て
き
た
先

輩
方
が
定
年
を
機

に
引
退
す
る
一
方
、

し
か
る
べ
き
体
制
の
も
と
で
こ

の
一
年
を
一
致
団
結
し
て
奮
闘

す
る
も
の
で
す
。
尚
、
今
大
会

で
選
出
さ
れ
た
新
四
役
は
下
記

の
通
り
。
（
執
行
委
員
は
紙
面

の
関
係
上
割
愛
し
ま
す
）

-

新
四
役
体
制-

執
行
委
員
長
：
松
田

隆
浩

中
西
部
支
部
東
宝
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
分
会

（
再
任
）

副
委
員
長
：
井
上

敏

鉄
道
・
東
京
地
本（

新
任
）

副
委
員
長
：
小
林

弘
明

関
東
支
部
東
栄
分
会

（
再
任
）

副
委
員
長
：
中
島

均

神
田
支
部

（
新
任
）

書
記
長
：
遠
藤

晃

東
部
支
部

（
新
任
）

書
記
次
長
：
石
川

栄
一

鉄
道
・
東
京
地
本

（
再
任
）

【
塚
本
岳
志
執
行
委
員
発
】

建
交
労
結
成
十
年
の
節
目
と

な
る
第
一
一
回
全
国
大
会
が
８

月
２
９
日
〜
３
１
日
の
日
程
で

新
潟
県
越
後
湯
沢
で
開
催
さ
れ

た
。こ

の
大
会
は
総
選
挙
と
日
程

が
重
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

歴
史
的
な
大
会
と
な
っ
た
。

大
会
で
は
赤
羽
書
記
長
か
ら

こ
れ
ま
で
単
産
合
同
か
ら
現
在

ま
で
の
到
達
点
と
課
題
、
さ
ら

に
こ
れ
か
ら
建
交
労
が
め
ざ
す

運
動
方
針
と
当
面
、
取
り
組
ま

れ
る
秋
季
年
末
闘
争
で
の
年
末

一
時
金
獲
得
と
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
が
提
起
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
全
国
の
組
合
員
か

ら
運
動
方
針
に
対
す
る
質
問
を

は
じ
め
、
７
８
名(

他
３
名
が

文
書
発
言)

か
ら
積
極
的
な
発

言
が
行
わ
れ
、
特
に
現
在
の
労

働
者
・
国
民
を
取
り
巻
く
状
況

の
中
で
建
交
労
の
必
要
性
や
さ

ら
な
る
発
展
を
求
め
る
発
言
が

数
多
く
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
提
起
さ
れ
た
各
議
案

の
採
択
が
行
わ
れ
、
佐
藤
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
建
交
労
結
成
十
年

が
経
過
し
、
提
起
さ
れ
た
運
動

方
針
を
全
組
合
員
で
取
り
組
み
、

建
交
労
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
確

認
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
中
で
は
機
関

紙
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
都

本
部
の
機
関
紙
「
建
交
労
と
う

き
ょ
う
」
が
審
査
員
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

【
中
島
均
副
執
行
委
員
長
発
】
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都
本
部
定
期
大
会
第
一
一
回
定
期
大
会
開
催
さ
れ
る

一
二
六
名
の
参
加
で
大
成
功
、
要
求
闘
争
・
組
織
拡
大
に
尽
力
し
組
合

員
学
習
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
等
の
運
動
方
針
を
決
定

大会冒頭で挨拶する松田執行委員長

１７名の仲間が討論に参加し、活気溢れ
る大会となりました

全
国
大
会
開
催

都
本
部
機
関
紙
「
建
交
労
と
う
き
ょ

う
」
が
審
査
員
特
別
賞
受
賞

全国大会参加者で仲良く記念撮影

機関紙コンクールで審査員特別賞に選ばれました



８
月
７
〜
９
日
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
参
加
の
た
め
長

崎
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
建

交
労
東
京
か
ら
は
遠
藤
さ
ん

と
二
人
で
参
加
で
す
。

初
日
は
羽
田
空
港
か
ら
福

岡
空
港
へ
、
そ
こ
か
ら
バ
ス

で
長
崎
へ
向
か
い
ま
し
た
。

九
州
自
動
車
道
は
直
前
の
大

雨
で
福
岡
〜
太
宰
府
間
が
不

通
。
重
ね
て
の
渋
滞
で
予
定

時
間
を
大
幅
に
遅
れ
て
の
到

着
と
な
り
、
会
場
は
既
に
満

員
。
開
会
式
は
第
２
会
場
で

モ
ニ
タ
ー
を
見
て
の
参
加
で

し
た
。

二
日
目
は
分
科
会
で
す
。

「
核
兵
器
廃
絶
と
軍
事
費
削

減
、
貧
困
と
格
差
の
是
正
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
到
着
し
た
と
き
に
は
既
に

満
席
で
補
助
席
が
出
る
ほ
ど
。

貧
困
と
格
差
の
実
態
に
つ

い
て
各
地
か
ら
の
多
く
の

報
告
を
聞
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
日

本
福
祉
大
学
の
学
生
か
ら

の
、
経
済
的
に
苦
し
い
学

生
た
ち
が
住
む
寮
に
数
年

前
か
ら
自
衛
官
募
集
の
ち

ら
し
が
大
量
に
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
報

告
で
す
。
貧
困
に
苦
し
む

若
者
は
ど
こ
の
国
で
も
戦

場
に
近
い
存
在
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
実
感

す
る
話
で
、
建
交
労
の

「
失
業
と
貧
乏
と
戦
争
を

な
く
せ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
も
改
め
て
思
い
を
め

ぐ
ら
し
ま
し
た
。

分
科
会
終
了
後
は
、
「
建

交
労
交
流
会
」
へ
。
同
じ

分
科
会
会
場
に
い
た
島
根

の
多
田
さ
ん
に
長
崎
県
本

部
へ
案
内
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
３
０
名
ほ
ど
が
参

加
、
長
崎
放
送
製
作
「
神
と

原
爆
」
を
み
ん
な
で
観
て
か

ら
地
域
ご
と
に
自
己
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
「
神
と
原
爆
」

は
長
崎
県
本
部
の
皆
さ
ん
が

苦
労
し
て
入
手
し
て
く
れ
た

貴
重
な
映
像
で
す
。
同
じ
被

爆
地
で
も
広
島
と
は
違
う
長

崎
の
状
況
、
ア
メ
リ
カ
が
原

爆
投
下
後
に
市
民
の
気
持
ち

を
踏
み
に
じ
っ
て
き
た
数
々

の
事
実
。
そ
し
て
原
爆
投
下

に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

の
受
け
止
め
は
私
に
は
意
外

な
も
の
で
し
た
。
こ
の
番
組

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
長
崎
県
本
部

の
藤
原
さ
ん
の
尽
力
で
現
在

都
本
部
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。

３
日
目
閉
会
式
は
早
く
か
ら

会
場
入
り
し
、
２
階
最
前
列

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

の
大
会
に
は
例
年
を
大
き
く

越
え
７
８
０
０
人
が
参
加
し

て
い
る
と
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ

ハ
演
説
を
契
機
に
、
今
こ
そ

核
兵
器
廃
絶
へ
の
動
き
を
と

考
え
た
人
が
多
く
い
る
こ
と

に
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。

大
会
直
前
の
６
日
に
は
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
の
解
決
に

向
け
た
確
認
書
が
麻
生
首
相

と
原
告
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
、

集
団
訴
訟
が
終
結
し
ま
し
た
。

被
爆
者
か
ら
は
各
々
そ
の
経

過
が
報
告
さ
れ
、
更
に
核
兵

器
の
な
い
世
界
の
実
現
ま
で

が
ん
ば
り
抜
く
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
各
国
か
ら
の
参

加
者
か
ら
は
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
へ
の
決
意
と
、

日
本
の
果
た
す
役
割
へ
の
期

待
が
様
々
に
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
熱
気
と
感
動
に
あ
ふ
れ

た
閉
会
式
で
し
た
。

原
爆
投
下
か
ら
既
に
６
４
年
。

舞
台
に
掲
げ
ら
れ
た
「
核
兵

器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世

界
を
」
め
ざ
し
て
、
建
交
労

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
す
。
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10月1 日 鉄道1の日宣伝

10月1 日 労働法制中央連絡会総会

10月1 日～4日組織拡大第1次集中ゾーン

10月2 日 タングステンカーバイド埼玉地裁

10月2 日 東京トラック部会総会

10月３日 門川さんしのぶ会

10月３日～4日 働く女性の中央集会

10月6 日 高齢者部会

10月7 日～8日関東地方協議会

10月10日 全国青年部総会

10月16日 第1回4役会議 常任執行委員会

10月17日～18日 全国事業団高齢者運動集会1

10月18日 東京労連定期大会

10月23日 国民春闘共闘総会

10月24日 女性部委員会

10月27日 東京高齢者大会

原
水
爆
禁
止
２
０
０
９
年

世
界
大
会
・
長
崎
参
加
レ
ポ
ー
ト

い
し
ず
え
分
会

村
上
久
美
子
委
員
長
か
ら
の
報
告

オバマ大統領のプラハ演説、原爆症認定集団訴訟の国との和解後に
行われた歴史的な世界大会となりました

長崎県本部に集まった 世界大会参加の全国各地の建交労の仲間


